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別 紙  

原告製品目録  

１ 原告製品１（本件製品①ⅰ）  

品名 クイックプレートカバー無  

品番 ＱＰＣＰⅡ４０  

貼付式，幅４０㎜，白 

（被告製品のＡＰＣＰ－４０－Ｗに対応）  

２ 原告製品２（本件製品①ⅱ）  

品名 クイックプレートカバー無  

品番 ＱＰＣＰⅡ４５  

貼付式，幅４５㎜，白 

（被告製品のＡＰＣＰ－４５－Ｗに対応）  

３ 原告製品３（本件製品①ⅲ）  

品名 クイックプレートカバー無  

品番 ＱＰＣＰⅡ６０  

貼付式，幅６０㎜，白 

（被告製品のＡＰＣＰ－６０－Ｗに対応）  

４ 原告製品４（本件製品②）  

  品名 クイックホルダーⅡカバー付  

品番 ＱＰＣⅡ－４０，ＱＰＣⅡ－５０，ＱＰＣⅡ－６０，ＱＰＣⅡ

－６５  

差込式，幅４０㎜，５０㎜，６０㎜，６５㎜の４種類，いずれも白  

（４０㎜は被告製品のＡＰＣＨ－４０－Ｗに対応，５０㎜は被告製品

のＡＰＣＨ－５０－Ｗに対応，６０㎜はＡＰＣＨ－６０－Ｗに対応。

６５㎜は被告製品に対応するものがない。）  

５ 原告製品５（本件製品③）  
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品名 クイックホルダーⅡカバー付  

品番 ＱＰＣⅡ－６０ＢＫ  

差込式，幅６０㎜，黒  

（被告製品のＡＰＣＨ－６０－ＢＫに対応）  

以 上  
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別 紙  

被告製品目録  

１．被告製品 商品陳列フック用のカードケース  

 

 

２．図 面                                 

図１（手前から見た斜視図）  

 

 

図２（後ろから見た斜視図）  
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図３（背面図）  

 

 

図４（平面図）  
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図５（底面図）  

 

 

図６（フックに取り付けて表示板を正面に向けた状態での斜視図）  
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図７（フックに取り付けて表示板を右に向けた状態での斜視図）  
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図８（フックに取り付けて表示板を左に向けた状態での斜視図）  

 

 

図９（フックに取り付けて表示板をフックと平行にした状態での斜視図） 
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図１０（フックの斜視図）  

 

 

 

３．符号の説明  

  １：商品陳列用フック（十手フック）  

２：棚のバーに取り付くホルダー  

  ３：商品用フック  

４：表示用フック  ４ａ：水平部  ４ｂ：垂直部  

  １１′：カードケース  

１２′：表示板  

１３′：上保持部   

 １４′：下保持部  

１６′：透明シート  

１８′：上部穴   

  １９′：切り開き溝  １９″：くびれ部  

２０′: 下向き突起  

  ２１′：下部穴  
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２４′：上向き突起  

 

４．構造の説明  

   被告製品は，次の構成になっている。  

Ａ′：商品用フック（フック下段部）３と表示用フック（フック上段部）

４とを有して一般に十手フックと呼ばれている２段式商品陳列

用フック１における表示用フック４の先端部に取付けて，プライ

スカードを保持するのに使用される合成樹脂製のカードケース

１１′であり，  

Ｂ′：前面が透明板１６′で構成されていてプライスカードが上から差

し込まれる表示板１２′を備えており，使用状態では，表示板１

２′は，表示用フック４の前方に配置される，  

Ｃ′：表示板１２′の背面に，表示用フック４の垂直部４ｂに嵌まる上

下開口の上部穴１８′を有する上保持部１３′が一体に形成さ

れており，カードケース１１′は，表示用フック４における垂直

部４ｂの軸心回りに水平旋回可能である， 

Ｄ′：表示板１２′の背面のうち上保持部１３′の下方部に，使用状態

で表示用フック４における水平部４ａの下面側に位置する下保

持部１４′が一体に形成されている，  

Ｅ′：上保持部１３′と下保持部１４′との間には，表示用フック４の

水平部４ａを挟み得る間隔が空いている， 

Ｆ′：上保持部１３′には，表示用フック４の垂直部４ｂと直交した方

向に開口した切り開き溝１９′が，上部穴１８′と連通した状態

に形成されていて，上部穴１８′と切り開き溝１９′との接続部

は，上部穴１８′の内径よりも少し小さい寸法のくびれ部１９″

になっており，切り開き溝１９′を表示用フック４の垂直部４ｂ
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に嵌めて，上保持部１３′を垂直部４ｂの軸線と直交した横方向

から押し込むと，上保持部１３′を，自身の弾性変形によって表

示用フック４の垂直部４ｂに嵌合させることができる，  

Ｇ′：上保持部１３′の切り開き溝１９′は，平面視で表示板１２′の

長手方向に沿った横向き方向に開口している，  

Ｈ′：下保持部１４′は，平面視で上保持部１３′を外側から囲う形状

に形成されていて，下保持部１４′には，平面視で上保持部１

３′よりも大きい四角形の下部穴２１′が上下に開口した状態

に空いている，  

Ｉ′：上保持部１３′の下面の前端部に，左右一対の下向き突起２０′

が形成されている一方，下保持部１４′における上面のうち，正

面視で左右中間位置を挟んだ左右両側に上向き突起２４′が形

成されている，  

Ｊ′：上保持部１３′が表示用フック４の垂直部４ｂに嵌まった状態で，

下保持部１４′の弾性に抗してカードケース１１′を水平旋回

させることが可能であり，表示用フック４の水平部４ａが上下突

起２０′，２４′を乗り越えることにより，表示板１２′が，平

面視で表示用フック４と直交した姿勢と，平面視で表示用フック

４に対して右に傾斜した姿勢と，平面視で表示用フック４に対し

て左に傾斜した姿勢との３つの姿勢に変更可能である，  

Ｋ′：という構成である商品陳列フック用のカードケース１１′。  

以 上  

 


